
ラ
ダ
ッ
ク
紀
行
（其
之
一
）                

       
   

仲  

紀
久
郎 

 
 

 
 

 
 

 

  
 

六
月
二
日
午
前
七
時
、
印
度
ラ
ダ
ッ
ク
は
レ
ー
の
町
に
空
路
到
著
。
首
都
デ
リ
ー
よ
り
一
時
間
半
北

方
な
り
。
デ
リ
ー
出
發
時
の
氣
温
は
早
朝
と
云
へど
も
攝
氏
三
十
度
以
下
に
は
收
ま
ら
ず
、
さ
れ
ど
此
處

レ
ー
は
十
度
に
滿
た
ず
。
三
千
米
の
高
度
一
擧
に
昇
り
た
り
。 

 

空
港
の
雪
隱
使
は
む
と
て
行
列
に
竝
ぶ
。
牀
に
搖
れ
を
感
ず
。 

 

「地
震
な
り
や
？
」 

 

と
云
ふ
に
、
前
後
に
居
竝
ぶ
知
人
達
、
何
故
か
不
審
な
る
眼
を
以
て
小
生
を
見
ぬ
。
地
震
に
は
非
ず
、

小
生
の
み
の
認
識
に
過
ぎ
ざ
り
け
り
。 

 

斯
く
も
高
度
を
一
擧
に
上
昇
し
た
れ
ば
、
高
山
病
の
第
一
段
階
を
經
驗
せ
し
も
の
な
り
。
出
立
前
デ
リ

ー
に
て
高
山
病
の
藥
服
用
し
た
れ
ど
も
、
此
の
有
樣
な
り
。
今
日
の
所
は
一
日
大
人
し
く
高
地
順
應
す
べ

し
。 

 
 

今
囘
の
旅
行
目
的
は
、
ラ
ダ
ッ
ク
の
西
藏

チ
ベ
ッ
ト

佛
教
僧
院

ゴ

ン

パ

に
て
倍
音
聲
明
を
行
ふ
こ
と
な
り
。
倍
音
聲
明
と

は
、
「ウ
ー
」、
「
オ
ー
」
、
「ア
ー
」
、
「
エ
ー
」、
「イ
ー
」
と
、
母
音
を
順
に
發
聲
す
る
瞑
想
法
な
り
。
上
ラ
ダ

ッ
ク
の
タ
ク
ト
ク
ゴ
ン
パ
は
、
倍
音
聲
明
發
祥
の
地
と
ぞ
聞
く
。 

 
 

 

翌
朝
、
高
山
病
は
既
に
治
り
ぬ
。
狹
き
道
を
通
行
せ
ん
が
爲
、
小
型
車
八
臺
を
連
ね
て
出
發
。
へ
ミ
ス
ゴ

ン
パ
を
皮
切
り
に
、
四
つ
の
ゴ
ン
パ
に
て
倍
音
聲
明
行
へり
。
皆
の
調
子
尻
上
り
に
高
揚
、
い
よ
い
よ
タ
ク
ト
ク

ゴ
ン
パ
に
到
著
。
此
處
に
は
洞
窟
有
り
。
彼
の
パ
ド
マ
・サ
ン
バ
ヴ
ァ
の
瞑
想
し
た
る
場
所
な
り
。 

 

此
の
洞
窟
に
て
小
生
も
或
る
氣
配
を
感
じ
ぬ
。
聞
け
ば
百
二
十
年
前
の
人
物
某
現
れ
、
皆
清
め
ら
れ
き

と
の
事
な
り
。 

 
 

 

翌
日
は
下
ラ
ダ
ッ
ク
の
ゴ
ン
パ
に
て
倍
音
聲
明
行
ふ
。
此
の
地
は
少
年
僧
多
く
、
西
藏
佛
教
の
活
き
て
在

る
こ
と
實
感
す
。 

 
 

 

明
け
て
翌
日
、
再
度
タ
ク
ト
ク
ゴ
ン
パ
を
訪
れ
ぬ
。
此
處
が
最
後
の
訪
問
地
な
り
。
前
囘
よ
り
餘
程
長
時

間
倍
音
聲
明
行
へり
。
さ
れ
ど
實
感
と
し
て
は
短
く
感
じ
ぬ
。 

 

小
生
の
感
ぜ
し
事
。
右
前
方
に
白
き
光
。
其
の
後
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
音
幾
度
も
聞
く
。
般
若
心
經
、
經
典

の
言
葉
ま
で
聞
こ
ゆ
。 

 

成
瀬
雅
春
師
、
若
干
浮
揚
せ
ら
れ
き
と
の
事
な
り
。 

 


